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庄内地方の縄文時代中期前半について 



1

庄内地域の
縄⽂時代中期前半について

第22期考古学セミナー

公益財団法⼈⼭形県埋蔵⽂化財センター
須賀井新⼈ 令和２年９⽉27⽇

庄内地域の縄⽂時代中期前半
の主な遺跡 吹浦遺跡

⻄向遺跡

蕨⼭遺跡

岡⼭遺跡
郷の浜Ｊ遺跡

船⾒沢遺跡

⼋森遺跡

⼭海窯跡群・
⼭⾕新⽥遺跡

野新⽥遺跡

東興野Ｂ遺跡

三礎林Ｅ遺跡

中期前葉の⼤⽊式⼟器は、隣接
諸地域（北東北や関東）からの
影響を強く受けていた。

⼭形県内陸部では関東地⽅から
の流⼊量が多いが、庄内地域は
北陸⽅⾯からの影響が顕著であ
る。
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⻄向遺跡

三瀬駅

国道７号線

⽇本海沿岸東北⾃動⾞道

ＪＲ⽻越本線

⽇本海

⻄向遺跡

遺跡近景

・県庄内総合⽀庁からの委託により、平成14年に緊急発掘調査

・県道と⼆級河川の移設⼯事中に不時発⾒された遺跡
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県道三瀬⽔沢線

降⽮川

⽇本海沿岸東北
⾃動⾞

⼯事による削平

降⽮川

県道

⼯
事
中
断

県道三瀬⽔沢線
（３３４号）

降⽮川



4

中⼭集落

竪⽳住居跡群

⼟坑群
複式炉を持つ中期
末葉の竪⽳住居跡

竪⽳住居跡群

複式炉を持つ中期
末葉の竪⽳住居跡

⼟坑群
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１１号住居跡

6.5m

11.6m
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北陸地⽅の⼟器⇒ 73％

⻄向遺跡出⼟⼟器の構成

在地の⼟器⇒ 24％

北東北の⼟器⇒ 3％ 新保・新崎様式

五領ヶ台・
阿⽟台様式

（⼤⽊式⼟器）

（円筒上層式⼟器）

（新保・新崎式⼟器）
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器形はキャリパー
形やバケツ形

⽂様は半截⽵管に
よる半隆起線⽂

新保・新崎式
（第１群⼟器）

⼝辺部の⽂様帯
に縦⽅向の
平⾏半隆起線⽂

Ａ類：縄⽂地⽂有
Ｂ類：縄⽂地⽂無
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新保・新崎式
（第２群⼟器）

⼝辺部が横位無⽂
帯のみ

新保・新崎式
（第３群⼟器）

⼝縁部に細線⽂
（⼝辺部⽂様帯内
は無⽂）
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新保・新崎式
（第３群⼟器）

⼝縁部に細線⽂
（⼝辺部⽂様帯内
は無⽂）

三⾓形の印刻
⇒蓮華状⽂

新保・新崎式
（第４群⼟器）

⼝辺部⽂様帯に
縄⽂地⽂が残る



10

新保・新崎式
（第５・６群）

⼝辺部に半隆起線
＋⽖形⽂のみ

⼝縁部や胴部に
格⼦⽬⽂

⼤⽊７式⼟器 ４単位の扇形突起を有する⼝縁部
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⼤⽊７式⼟器

浅鉢の出現

関東の五領ヶ台式⼟器や、
東北北部の円筒上層式⼟
器の影響が強い

円筒上層式⼟器 五領ヶ台式⼟器
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⽯川県徳前C遺跡

⽯川県真脇遺跡
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⽯川県
徳前C遺跡

⽯川県
真脇遺跡 ⻄向遺跡 東北地⽅南半 東北地⽅北半

前
期 朝⽇下層式 ⼤⽊６式 円筒下層ｄ式

新
保
様
式

新保式

新
保
・
新
崎
様
式

新保Ⅰ式
⼤⽊７a式 円筒上層a式

中
間
様
式

（新保後続・
中平先⾏式）

新保Ⅱ式

第１群Ａ類
第２群

中平式 第１群Ｂ類
第３群

⼤⽊７ｂ式
円筒上層ｂ式新

崎
様
式

新崎Ⅰ式 新崎Ⅰ式
第４〜６群

新崎Ⅱ式 新崎Ⅱ式 円筒上層ｃ式

編年対応表

第１群⼟器A・B

第２群⼟器

第３群⼟器
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新保・新崎様式

縄⽂時代中期の⼟器⽂化圏

五領ヶ台・
阿⽟台様式

新保・新崎様式⼟器
出⼟遺跡分布図

郷の浜Ｊ遺跡

⼋森遺跡

吹浦遺跡蕨⼭遺跡

⼭⾕新⽥遺跡

⽔⽊⽥遺跡

⻄ノ前遺跡

落合遺跡

原の内Ａ遺跡

⾕地遺跡

台ノ上遺跡

岡⼭遺跡

船⾒沢遺跡
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蕨⼭遺跡

農免農道
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蕨⼭遺跡出⼟⼟器

海獣（アシカかトド）の⾻⽚
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船⾒沢遺跡
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⼤⽊６式（在地系）
朝⽇下層式（北陸系）

吹浦遺跡

JR⽻越本線

吹浦駅

国道７号

吹浦バイパス

⻄浜海岸
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⼤⽊６式⼟器 ⼤⽊７式⼟器
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⿃海⼭の⽕⼭噴出物は、
輝⽯を主要な斑晶とする

⾶島の表層堆積物にも、
輝⽯や⾓閃⽯が含まれる

他系統の⼟器は地⽅から
持ち込まれたものではな
く、在地性である可能性
が⾼い

野新⽥遺跡

越中⼭遺跡



22

埋設⼟器

⽯囲炉
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⼤⽊８a式⼟器

⼤⽊８ｂ式⼟器

新保・新崎様式

縄⽂時代中期前半の⼟器⽂化圏

五領ヶ台・
阿⽟台様式

中期前葉の⼤⽊式⼟器は、隣接諸地域
からの影響を強く受けていた。

庄内地域では、⽇本海交流により北陸
地⽅の影響が⼤きい。

「外来⽂化」の貫⼊を⾒る背景には、
中期初頭段階では地域の主体性・独⾃
性がいまだ確⽴されていなかった。




